
ト
ウ
コ
ウ
キ
東
行
記
一
冊
。
搾
山
市
胞
が
父

宗
監
と

uハに
、
見
文
九
年
前
川
綱
紀
の
東
山
山
に
先
行

し
て
江
戸
へ
問
た
時
の
紀
行
で
あ
る。

ト
ウ
コ
ウ
ジ

束
光
寺

山
応
部
郡
山
に
在
っ
て
、

町
制
宗
に
邸
す
る
。
大
正
六
年
越
江
川
叩
世
相
森
川
陥

か
ら
山
材
料
し
来
た
も
の
で
あ
る
。

ド
ウ
コ
ウ
ジ

謹
興
寺
湖
町
榔
飢
州
に
あ
っ
て
、

印
刷
削
宗
に
邸
L
、
法
林
山
と
M

配
す
る
。
正
出
二
年
地

山
川
相
官
凶
託
泌
の
次
予
飢
附
組
住
之
を
附
則
し
、
明
的

宏
一
哲
を
同
町
ん
で
開
山
と
し
た
。
後
久
し
く
伎
鮮
を
帥
附

い
た
が
、
得
川
努
訳
の
三
子
以
竹
瑞
貞
之
を
中
興
し

た
。
件
仙
寺
に
天
文
十
六
年
四
万
刊
八
日
附
得
山
佐
渡

ト
ウ
コ
ウ
イ
ン
東
光
院

石

川

川
ド
安
以
に
在

っ
て
、
町
制
宗
に
闘
す
る
。
も
と
野
々
市
火
来
寺
な

る
邸
内
に
川
市
川
山
州
制

m守
棋
の
叫
品
川
的
指
折
口
の
匙

τた

も
の
で
あ
り
、
大
一
米
寺
と
共
に
諦
所
に
移
耐
押
し
た
が
、

明
治
六
年
新
鋭
し
、
イ
七
年
新
た
に
今
の
加
に
叫
恕

し
た
。

....， 
'" 

用
銀
に
も
亦

『
十
月
什
入
日
泊
一克
利
向
思
臼
』
と
総

せ
て
ゐ
る
の
は
誌
で
あ
ら
う
。

ド
ウ
ゲ
ン
コ
ウ
ン
テ
ツ
ツ
ウ
ザ
ン
ダ
イ
ソ
ン
ギ
ヨ

ウ
ジ
ヨ
ウ
キ
道
元
弧
雲
微
温
三
大
尊
行
獄
記

逝

元
以
下
三
組
の
直
弟
随
似
の
執
筑
に
係
る
官
制
最
古

の
史
知
で
、
大
衆
寺
の
所
以
に
係
る
。

ト
ウ
ゲ
ン
ジ
東
源
寺

悶
十
荒
川
門
前
山
制
宗
総

持
品
曹
の
山
内
に
在
る
。
も
と
間
山
内
制
川
胞
の
所
闘

で
あ
っ
た
。
文
融
元
年
白
山
の
州
都
。

ド
ウ
ゲ
ン
ジ
ヤ
ヲ

道
元
尺

織
地
に
使
用
す
る

六
尺
三
寸
の
竿
を
い
ふ
。
御
定
書
に
、
『
般
地
竿
六
尺

三
寸
也
。
道
一苅
尺
と
悶
候
問
、
安
見
揃
兵
衛
巾
同

候
。
』
と
あ
る
。

ト
ウ
コ
ウ
祥
江

川
原
料
江。

ト
ウ

J

ト
ミ
タ
ヤ
ト
ウ
コ
ウ

ト
ウ
ゴ
モ
ノ
ガ
タ
リ

藤
豆
物
語
一
加
。
芋
制

雌
五
郎
の
こ
と
を
凶
文
で
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ

の
引
に
於
い
て
は
制
服
五
郎
を
加
到
介
際
限
の
何
が
し

が
米
と
し
て
ゐ
る
。
金
制
作
伏
見
寺
絃
起
も
内
容
略
際

五
物
約
に
問
じ
い
が
、
行
文
限
る
仰
臭
を
幣
び
、
日

つ
隣
近
郎
が
天
兇
同
出
版
命
の
前
向
で
、
能
昌
明
同
一
日
問
屋

の
郷
士
刀
副
長
房
、
同
閥
均
山
の
臥
行
者
等
の
同
胞

で
あ
る
こ
と
を
附
脅
し
た
勤
に
於
い
て
興
な
っ
て
ゐ

守
入
道
禿
訴
の
等
地
山
市
治
以
、
及
び
天
正
七
年
六
且

剖
入
日
附
前
川
利
家
の
寺
領
安
端
紋
と
、
得

m氏目前

代
の品
川
牌
が
あ
る
。

ド
ウ
コ
ウ
ジ
同
光
寺

以
京
都
前
彼
に
在
っ
て
、

町
洞
宗
に
臨
す
る
。
元
亨
元
年
後
庖
笠
間
の
創
43

で
、
初
め
武
辿
の
二
子
山
認
に
在
っ
た
が
、
銘
文
元

年
穴
山
玄
氏
の
時
今
の
地
に
緋
じ
た
。
格
闘
陸
光
寺

は
元
利
二
年
玉
川
の
建
立
で
あ
っ
た
が
、今
存
せ
ぬ
。

ト
ウ
コ
ウ
シ
ヨ
コ
ウ

東
皐
初
稿

二
加
。
加
到

滞
の
老
臣
束
怒
川
制
山
政
積
の
詩
集
で
、
明
利
六
年
の

序
蹴
が
あ
白
、
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る。

ド
ウ
コ
ヲ
ザ
ツ
シ
ヨ
洞
谷
雑
書

J
チ
ユ
ウ
コ

ウ
ザ
ツ
キ
巾
興
刺
紀
。

ド
ウ
コ
ク
ザ
ン
オ
キ
ブ
ミ
洞
谷
山
麓
文

J
エ

イ
ザ
ン
オ
Y

ヨ
ウ
オ
キ
プ
ミ
祭
山
利
向
出
血
文
。

ド
ウ
コ
ヲ
ザ
ン
ジ
ツ
ケ
イ

洞
谷
山
十
景

腿

m阿

部
永
光
寺
附
近
の
景
勝
を
、
築
山
総
古
川
の
選
ん
だ
も

の
で
、川
剛
被
慌
・
集中
山ム的
・
辺
水
的
・
誕
生
以
・
応
行

行
・
泌
女
限
・
即
死
谷
・節
制
的
問
・
勝
法
的
・飢
餓
塚
で

あ
る
。
各
政
ご
と
に
慌
山
の
脱
が
あ
る
。

ド
ウ
コ
h
y
ジ
ユ
ウ
サ
ン
キ

田
谷
佳
山
記
一
加
。

臨
め
川
淵
引
永
光
寺
で
は
.
宛
永
八

・
九
年
の
頃
ま

で
制
曲
川
出
枇
の
滋
却
で
あ
っ
た
か
ら
、
附
山
以
来
の

住
持
及
び

出
此
仰
の
年
同
川
却
す
を
記
し
た
・
も
の
で
あ

り
白
。

ド
ウ
ザ
カ
ヤ
マ

勤
坂
山

邸
主
制
赤
附
の
部
訴

か
ら
南
方
の
山。

一一向
き
三
二
三
米
。

ド
ウ
シ
同
氏

務
政
時
代
に
、
父
子
苗
字
を
同

じ
く
す
る
も
の
を
同
氏
と
い
う
た
。
子
に
謝
し
て
仙

人
が
御
問
氏
絞
と
い
へ
ば
そ
の
交
の
こ
と
で
あ
り
、

親
が
他
人
に
封
し
て
同
氏
某
と
い
へ
ば
そ
の
子
の
こ

と
で
あ
る
。
本
支
の
間
柄
で
は
、
同
姓
と
い
う
て
同

氏
と
は
言
は
な
か
っ
た
。

ト
ウ
ジ
イ
ン
リ
ヨ
ウ

等
持
院
領
京
都
揮
す
持
続

衡
に
能
業
郡
禦
棒
上
下
保
が
あ
り
、
惚
永
十
六
年
九

且
の
聞
係
文
書
が
あ
る
。

ト
ウ
ジ
コ
ウ
ソ
ウ

陶
磁
考
草
一
加
。
加
到
・
越

中
と
角
醤
が
あ
る
。
松
鳩
加
隈
笹
が
ニ
凶
製
陶
の
沿

革
に
開
聞
し
て
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
サ
八
年

活
版
に
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

る。
ト
ウ
ゴ
ロ
ウ
イ
ケ

藤
五
郎
池

石
川
郡
三
小
牛

に
在
っ
た
o
芋
制
限
五
郎
の
穿
っ
た
袖
で
、
大
容
に

も
澗
樹
せ
ぬ
と
い
う
た
が
、
今
所
在
が
明
ら
か
で
な

い
。
三
小
午
村
の
道
路
側
な
る
が
め
池
の
こ
と
か
と

も
い
ふ
。

ド
ウ
ゴ
ロ
ウ
マ
ツ

藤
五
郎
松

石
川
郡
山
科
に

あ
っ
た
。
加
賀
古
跡
考
に
芋
捌
際
五
郎
が
筑
金
を
以

て
鈎
さ
せ
た
揃
陀

・
疑
問
の
雨
品
開
を
安
置
し
た
堂
の

跡
と
て
、
松
一
樹
を
植
ゑ
て
、
今
に
限
五
郎
松
と
い

ふ
と
あ
る
。
明
治
三
十
七
年
柏
死
し
た
。

ト
ウ
ザ
イ
ヤ
ワ
東
西
夜
話
二
加
三
答
。
相
官
協

の
制
人
支
考
話
。
元
職
十
五
年
京
橘
慶
治
兵
術
板
。

上
容
は
義
仲
寺
か
ら
彦
根
を
経
て
、
山
中・
金
開
・石

肋
・井
抜
・城
仙
川
町
帯
に
主
る
問
、
中
容
は
魚
掠
か
ら
攻

到
に
主
る
聞
の
夜
話
及
び
名
録
を
級
世
、
下
容
に
は

明
山
伏
と
題
し
て
、
許
六
・披
化
が
館
別
に
贈
っ
た

百
部
二
容
が
あ
る
。

ト
ウ
シ
ョ
ウ
グ
ウ

ヤ
隠
附
神
枇
。

ト
ウ
シ
ョ
ウ
グ
ウ
サ
イ
レ
イ

東
照
宮
祭
鵡

令

部
域
内
の
東
出
宮
祭
穂
は
、
四
用
十
六

・
十
七
日
に

行
は
れ
た
。
こ
の
日
家
中

・
町
方
の
男
女
拳
奔
キ
ι
泊

さ
れ
、
留
守
白
紙
付
拠
力
及
び
歩
航
同
は
持
戒
の
任

に
就
き
、
制
限
の
内
外
に
足
仰
慨
を
配
む
せ
ら
れ
た。

ド
ウ
ジ
リ
ガ
ハ

堂
尻
川

石
川
訓
郡
一
地
の
雨
に

於
い
て
前
川

・
平
翻
川
の
二
統
梢
合
し
て
日
本
海
に

入
る
も
の
を
い
ふ
。

ド
ウ
シ
リ
ヤ

堂
後
屋

ト
ウ
ジ
ユ
ン
キ
コ
ウ

東
巡
紀
行

一
加
。
校
帆

苧
池
山
時
の
名
を
円相
て
銭
屋
出
兵
衛
の
手
記
し
た
も
の

で
、
文
政
四
年
二
且
十
六
日
金
剛
仰
を
授
L
、
下
街
道

か
ら
、
信
地
・
上
野
を
縦
て
日
光
に
訴
で
、
江
戸
に

入
。
、
鎌
危

・
江
の
ね
に
遊
び
、
東
海
道
を
過
ぎ
、

四
H
ご
日
間
制
郷
し
て
厨
る
。
沿
道
の
各
腕
と
里
山
院
を

穆
げ
、
そ
れ
に
賜
目
を
附
加
へ
て
あ
る
。

ド
ウ
ジ
ヨ
ウ

誼
黍
漣
如
の
頃
の
一

向
門
従
で
、

河
信
仰
砂
子
坂
の
人
と
い
ふ
。
炉
、玄
附
古
に
、
『
述
如

上
人
吉
附
に
御
座
の
時
、
加
州
河
北
三
訴
す
な
こ
ざ

か
滋
来
と
巾
ひ
と
削
問
一
刊
の
本
館
を
望
み
巾
さ
れ

候
。
木
敏
名
蹴
を
以
て
身
を
七
頭
八
置
に
ま
と
ひ
た

り
と
も
、
信
を
え
ず
ば
仰
に
な
り
似
ま
じ
く
供
。
』
と

あ
る
。

ド
ウ
シ
ユ
ウ

道
秀

能
尖
郷
小
松
の
入
。
加
越

闘
郭
記
平
総
四
年
初
会
宗
摘
加
州
か
ら
納
Mm
し
た
候

に
、『
十
一
且
七
日
に
越
前
へ
m
師
陣
あ
る
腕
、
小
松
の

溢
努
・
藤
塚
の
二
木
・
出
口
の
知
際
・安
宅
の
今
訓
際

右
衛
門
以
下
二
千
俄
入
、
大
将
に
相
従
て
来
る
。
』と

あ
る
。

五
七
六

元
副
三
郎
右
術
門
付
、

東
照
宮

ド
ウ
ジ
セ
キ

動
字
石

J
テ
ソ
カ
Y

セ

キ

天

郡
石
。

↓
ヲ
サ
キ
ジ

ン
ジ


